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大
洗
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囃
子
）�

郷
土
芸
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（
磯
節
・
あ
ん
こ
う
音
頭
他
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フ
ラ
ダ
ン
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あ
ん
こ
う
吊
る
し
切
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あ
ん
こ
う
鍋
無
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サ
ー
ビ
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中
国
雑
技
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郷
土
芸
能
（
荒
磯
太
鼓
）�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー�

※
日
本
丸
歓
迎
式�

一
中
・
南
中
吹
奏
楽
部
演
奏�

50
周
年
ゲ
ー
ム�

日
本
丸
セ
イ
ル
ド
リ
ル
（
展
帆
・
畳
帆
実
習
）�

は
ま
ぐ
り
汁
無
料
サ
ー
ビ
ス�

���

郷
土
芸
能
（
磯
囃
子
）�

ス
ポ
ー
ツ
ダ
ン
ス
・
フ
ラ
メ
ン
コ�

漁
船
パ
レ
ー
ド�

あ
ん
こ
う
吊
る
し
切
り�

あ
ん
こ
う
鍋
無
料
サ
ー
ビ
ス�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
（
デ
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
）�

コ
ー
ラ
ス�

大
洗
高
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド
演
奏�

焼
き
は
ま
ぐ
り
無
料
サ
ー
ビ
ス�

交
流
市
町
村
観
光
PR�

あ
ん
こ
う
吊
る
し
切
り�

あ
ん
こ
う
鍋
無
料
サ
ー
ビ
ス�

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ
ー
（
デ
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
）�

焼
き
は
ま
ぐ
り
無
料
サ
ー
ビ
ス�

50
周
年
ゲ
ー
ム�

舞
祭
（
磯
ダ
ン
ス
ほ
か
）�

焼
き
は
ま
ぐ
り
無
料
サ
ー
ビ
ス�

大
洗
町
制
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト�

大
洗
大
洗
50
祭
＆
あ
ん
こ
う
祭
を
開
催
開
催�
大
洗
大
洗
50
祭
＆
あ
ん
こ
う
祭
を
開
催
開
催�
大
洗
50
祭
＆
あ
ん
こ
う
祭
を
開
催�

　
大
洗
町
制
50
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

「
大
洗
50
祭
＆
あ
ん
こ
う
祭
」
を
11

月
20
日
・
21
日
の
２
日
間
、
大
洗
港

第
４
埠
頭
で
開
催
し
ま
し
た
。�

　
地
元
や
北
海
道
、
北
関
東
の
特
産

品
の
販
売
や
漁
船
パ
レ
ー
ド
、
舞
祭

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行
わ
れ
２

日
間
で
約
13
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
独
立
行
政
法
人
航
海
訓
練

所
の
練
習
帆
船
「
日
本
丸
」
が
入
港

し
、
一
般
公
開
や
セ
イ
ル
ド
リ
ル
な

ど
が
行
わ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
華
を
そ

え
ま
し
た
。�

�

11
月
20
日
（
土
）�

11
月
21
日
（
日
）�

お
お
あ
ら
い�

さ
い�
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約7，500人が日本丸を見学しました�

18隻の漁船が大漁旗を掲げ勇壮に港湾内をパレード�

第一回大洗舞祭、県内各地域16チームがステージ上で
すばらしいダンスを披露。また、会場内いたるところで子ど
も達が踊る姿やすばらしい演技に対する惜しみない拍手は、
まさに「舞祭」でした�

「日本丸をお迎えし、イベントが盛大に開催できることは
大きな喜びです。町制50周年を一つの節目としてさらな
る発展、飛躍をしていきたい」と小谷町長があいさつ�

アイアンキッズ少年海賊隊がオープニングセレモニーで日
本丸を歓迎�

6000食のあんこう鍋を来場者にサービス�
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さ
子
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部
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事
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京
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大
　
貫
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代
子

優
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子
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子
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真
　
田
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子
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文化

大
洗
町
芸
術
文
化
協
議
会

30
周
年
記
念
式
典
＆
芸
術
文
化
祭

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）
に
大

洗
町
芸
術
文
化
協
議
会
30
周
年
記

念
式
典
と
芸
術
文
化
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
文
化

セ
ン
タ
ー
と
中
央
公
民
館
に
は
、

書
道
、
篆
刻
て
ん
こ
く

、
絵
画
、
工
芸
美
術
、

写
真
、
陶
芸
、
俳
句
、
短
歌
、
い

け
ば
な
や
小
中
学
生
の
作
品
な
ど

が
展
示
さ
れ
、日
本
舞
踊
や
民
謡
、

吟
詠
剣
詩
舞
、
音
楽
会
、
俳
句
会
、

短
歌
会
、
茶
会
が
大
ホ
ー
ル
な
ど

で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

功
労
者

石
川
敏
夫
氏（
前
大
洗
町
教
育
長
）

文
化
功
労
者
（
音
楽
部
門
）

中
川
三
江
氏

町芸術文化協議会30周年記念式典が行われ、永年にわたり町の芸
術文化に貢献された方々に功労者感謝状や文化功労賞が授与されま
した。

茨
城
歌
人
会

平
成
十
六
年
度
地
域
文
化

功
労
者
表
彰
受
賞

多
年
に
わ
た
り
地
域
の
文
化
振

興
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体

に
対
し
て
文
部
科
学
大
臣
よ
り
表

彰
す
る
地
域
文
化
功
労
者
表
彰
を

茨
城
歌
人
会
が
受
賞
し
ま
し
た
。

茨
城
歌
人
会
は
、
昭
和
30
年
の

設
立
以
来
、
短
歌
の
研
究
と
県
内

歌
壇
の
発
展
交
流
を
目
的
と
し

て
、
短
歌
大
会
、
吟
行
会
を
開
催

し
地
域
の
芸
術
文
化
の
発
展
に
貢

献
し
て
お
り
、
そ
の
功
績
が
認
め

ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。



内
容
／
涸
沼
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

『
マ
ル
タ
』
釣
り
教
室
を
開
き
ま

す
。
ア
ベ
レ
ー
ジ
50
セ
ン
チ
級
の

魚
を
釣
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

竿
か
ら
伝
わ
る
大
魚
の
躍
動
を
感

じ
て
く
だ
さ
い
。
初
心
者
の
方
か

ら
上
級
者
の
方
ま
で
楽
し
め
ま

す
。

日
時
／
12
月
23
日
（
祭
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
12
時
30
分
（
集
合
午

前
９
時
15
分
）

参
加
費
／
１
、
０
０
０
円
　
（
さ

お
レ
ン
タ
ル
、
え
さ
代
含
む
）

開
催
場
所
／
涸
沼
川
　
☆
集
合
場

所
　
掘
割
集
会
所
前

対
象
／
小
学
校
４
年
生
以
上
（
小

学
校
３
年
生
以
下
の
場
合
は
保
護

者
同
伴
）
15
名

持
ち
物
／
ぬ
れ
て
も
よ
い
運
動

靴
、
着
替
え
（
防
寒
着
）、
飲
み

物
、
大
き
め
の
タ
オ
ル
、
帽
子

※
ル
ア
ー
・
フ
ラ
イ
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
で
も
釣
れ
ま
す
が
、
魚
が
大
型

（
40
〜
60
セ
ン
チ
）
の
た
め
、
竿

な
ど
は
太
め
の
道
具
立
て
を
し
て

く
だ
さ
い
。

旬
の
「
い
わ
し
」
を
題
材
に
い
ろ

い
ろ
な
料
理
方
法
を
伝
授
し
ま

す
。

日
時
／
12
月
18
日
（
土
）
午
後
２

時
〜
５
時（
集
合
午
後
１
時
45
分
）

参
加
費
／
２
、０
０
０
円

開
催
場
所
／
大
洗
海
の
大
学
　
研

修
実
習
室

対
象
／
成
人
　
20
名

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
魚
を
料
理

す
る
包
丁
が
あ
る
方
は
お
持
ち
く

だ
さ
い

「
貝
あ
わ
せ
教
室
」

内
容
／
大
洗
特
産
の
大
ハ
マ
グ
リ

の
貝
殻
に
季
節
の
絵
柄
を
描
き
、

平
安
の
雅
な
世
界
に
想
い
を
は
せ

る
こ
と
が
で
き
る
教
室
で
す
。
毎

月
１
回
、
継
続
し
て
受
講
で
き
る

講
座
で
す
。

日
時
／
12
月
22
日
（
水
）
午
前
10

時
〜
12
時
30
分
（
集
合
午
前
９
時

45
分
）

参
加
費
／
２
、
０
０
０
円
（
２
回

目
以
降
は
１
、５
０
０
円
）

開
催
場
所
／
大
洗
海
の
大
学
　
研

修
実
習
室

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
30
名

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン

「
マ
ル
タ
釣
り
教
室
」

大
洗
海
の
大
学
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｏ
は
、

誰
で
も
、
い
つ
で
も
入
学
で
き
る

体
験
型
の
学
校
で
す
。

「
松
ぼ
っ
く
り
ツ
リ
ー
づ
く
り

教
室
」

内
容
／
大
洗
の
町
の
木
は
「
松
」

で
す
。
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
の
な
か

に
松
ぼ
っ
く
り
が
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
ど
ん
ぐ
り
や
ハ
ー
ト
く
る

み
な
ど
を
使
っ
て
世
界
に
一
つ
だ

け
の
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
？
色
づ
け
や
デ
ザ

イ
ン
は
自
由
で
す
。

日
時
／
12
月
19
日
（
日
）
午
前
９

時
30
分
〜
12
時
（
集
合
午
前
９
時

15
分
）

参
加
費
／
２
、０
０
０
円

開
催
場
所
／
大
洗
海
の
大
学
　
研

修
実
習
室

対
象
／
小
学
校
４
年
生
以
上
（
小

学
校
３
年
生
以
下
の
場
合
は
保
護

者
同
伴
）
30
名

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
軍
手

「
旬
の
魚
料
理
教
室
」（
い
わ
し

の
フ
ル
コ
ー
ス
）

内
容
／
大
洗
の
漁
港
に
揚
が
り
た

て
の
魚
を
食
材
に
し
て
、
地
元
の

魚
料
理
に
た
け
た
人
が
そ
の
魚
の

一
番
美
味
し
い
料
理
方
法
を
お
教

え
し
ま
す
。
今
回
は
大
洗
港
で
の
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大
洗
海
の
大
学

12
月
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

お
お
あ
ら
い
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
会
よ
り
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た

大洗の貴重な特産品〈大はまぐり〉 の貝殻に季節の絵

柄を描く教室です。毎月定期的に開催され、貝殻の内側

にその季節を描きだす風情豊かな時間を過すことができ

ます。

はまぐりを使った「貝あわせ」の遊びは平安時代の貴

族の遊びとして歴史的にも有名です。その雅な世界を垣

間見ることの出来る体験教室です。初心者でも参加でき

ます。

大洗の自然と芸術

が統一化された心豊

かなひとときを過ご

し、私たちの町の素

晴らしさを再発見し

てみませんか。

カリキュラム紹介・・・・・・・・・・・・・
大洗海の大学「貝あわせ教室」

お
お
あ
ら
い
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

会
（
会
長
今
関
忠
之
会
員
１
２

９
名
）
が
実
施
し
て
い
る
「
お
お

あ
ら
い
マ
リ
ン
カ
ー
ド
」
イ
ル
カ

マ
ー
ク
教
育
福
祉
助
成
と
し
て
、

11
月
12
日
（
金
）
大
洗
海
の
大
学

に
７
３
、
３
７
０
円
が
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
記
念
と
し
て
「
大
洗
海

の
大
学
」
の
テ
ン
ト
を
製
作
す
る

予
定
で
す
。

ê
「
さ
ら
な
る
連
携
で
地
域
の
活
性
化

を
」
今
関
会
長
か
ら
中
川
総
長
に
寄
付

金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

TEL 266-3322�
FAX 267-5417�

E-mail／umi@anco-oarai.org�
URL／http://www.anco-oarai.org
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大
貫
地
区
の
公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
、

下
水
道
の
処
理
区
域
と
な
り
、
上
図
の
よ
う

に
供
用
開
始
と
な
り
ま
す
。
処
理
区
域
と
は

排
出
さ
れ
る
汚
水
を
終
末
処
理
場
で
処
理
す

る
こ
と
が
で
き
る
区
域
で
、
区
域
内
の
建
物

の
所
有
者
は
遅
滞
な
く
下
水
道
に
接
続
す
る

こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

お
住
ま
い
の
区
域
の
下
水
道
が
整
備
さ

れ
、
下
水
道
処
理
区
域
に
な
り
ま
す
と
、
各

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
水
は
下
水
道
に
直

接
流
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
ま
で
汲
み
取

り
式
便
所
で
あ
っ
た
ご
家
庭
は
水
洗
ト
イ
レ

に
で
き
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
に
設
置
し
て
あ

り
ま
す
浄
化
槽
な
ど
の
処
理
施
設
も
全
く
必

要
が
な
く
な
り
、
道
路
の
側
溝
な
ど
に
流
し

て
い
た
台
所
・
風
呂
な
ど
の
雑
排
水
も
す
べ

て
公
共
下
水
道
に
接
続
流
入
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た
汚
水
は

整
備
さ
れ
た
公
共
下
水
道
管
に
よ
り
、
ひ
た

ち
な
か
港
に
あ
る
那
珂
久
慈
流
域
浄
化
セ
ン

タ
ー
（
終
末
処
理
場
）
に
流
入
、
浄
化
処
理

さ
れ
き
れ
い
な
水
と
な
っ
て
海
に
還
流
さ
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
処
理
区
域
の
み
な
さ
ん
が
下

水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
の

居
住
環
境
が
ニ
オ
イ
も
な
い
衛
生
的
で
快
適

な
も
の
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
海
や
川
に

流
れ
込
む
汚
水
も
な
く
な
り
町
の
自
然
環
境

も
美
し
く
改
善
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
は
地
中
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
た
め

直
接
み
な
さ
ん
の
目
に
ふ
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
快
適
な
都
市
生
活
環

境
を
守
る
大
切
な
施
設
で
す
。

こ
の
公
共
下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
の
事

業
費
が
費
や
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん

に
す
み
や
か
に
下
水
道
を
利
用
し
て
い
た
だ

か
な
い
と
そ
の
整
備
効
果
が
あ
ら
わ
れ
ま
せ

ん
。
供
用
開
始
さ
れ
た
区
域
で
、
ま
だ
下
水

道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
・
事
業
所
は

早
急
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
。

◎
排
水
設
備
工
事

各
家
庭
の
汚
水
を
公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
た
め
に
は
、
宅
地
内
の
排
水
管
や
汚
水
マ

ス
を
整
備
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。（
こ
れ
を
排
水
設
備
工
事
と
い
い
ま
す
）。

町
で
は
宅
地
内
の
排
水
設
備
が
適
正
に
施
工

さ
れ
る
よ
う
「
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
制

度
を
定
め
て
い
ま
す
。
下
水
道
に
接
続
す
る

場
合
は
、
工
事
費
の
見
積
も
り
な
ど
を
含
め

て
大
洗
町
排
水
設
備
指
定
工
事
店
（
現
在
、

町
内
外
の
下
水
道
工
事
業
者
約
70
件
が
指
定

を
受
け
て
い
ま
す
。）
に
ご
相
談
下
さ
い
。

工
事
費
用
な
ど
十
分
に
ご
検
討
の
う
え
工
事

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
工
場
な
ど
が
下
水
道
に
接
続
す
る

場
合
、
そ
の
排
水
が
下
水
道
の
流
入
基
準
に

適
合
し
な
い
と
き
は
除
害
施
設
の
設
置
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

◎
水
洗
化
補
助
金

町
で
は
下
水
道
の
普
及
を
図
る
た
め
に
下

水
道
の
供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
接
続
さ

れ
た
方
に
次
の
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

（
新
築
及
び
事
業
所
は
除
く
）

１
年
以
内
　
１
５
、０
０
０
円

２
年
以
内
　
１
０
、０
０
０
円

３
年
以
内
　
　
５
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ

上
下
水
道
課
管
理
係
（
内
線

２
７
１
）

大
貫
地
区
の
公
共
下
水
道

処
理
区
域
が
拡
大
し
ま
す

―
下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う
―

供 用 開 始 済 区 域 �
16 年 度 供 用 開 始 区 域 �
17年4月供用開始区域（予定）�
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くらしの情報�

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
を

支
え
る
だ
け
で
な
く
、
事
故
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
や
、
子
供
を
残
し
て
な
く
な
っ

た
場
合
な
ど
、
万
一
の
と
き
に
も

備
え
る
も
の
で
す
。
国
民
年
金
保

険
料
は
、
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ

う
。

《
本
人
が
保
険
料
を
納
め
る
事
の

出
来
な
い
場
合
》

配
偶
者
ま
た
は
世
帯
主
の
方
が

代
わ
り
に
納
め
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
経
済
的
な
理
由
で
そ

れ
も
困
難
な
場
合
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
学
生
の
方
は
、
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
保
険
料
を
後
払
い
で

き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

《
口
座
振
替
が
便
利
で
す
》

年
金
保
険
料
の
納
付
を
口
座
振

替
に
す
る
と
、
金
融
機
関
に
出
向

か
ず
に
済
み
、
納
め
忘
れ
も
な
く

便
利
で
す
。
ご
希
望
の
方
は
金
融

機
関
窓
口
に
備
え
て
あ
る
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
住
民
課（
内
線
１
１
５
）

「
現
況
届
出
」
及
び
「
所
得
状

況
届
」
の
審
査
結
果
を
11
月
初
め

に
郵
便
で
送
付
い
た
し
ま
し
た
の

で
、必
ず
ご
確
認
し
て
い
た
だ
き
、

古
い
証
書
は
福
祉
課
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

法
改
正
に
よ
り
支
給
年
齢
が
、

小
学
校
第
３
学
年
終
了
前
ま
で
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
該
当
の
方
で
ま

だ
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
手

続
を
お
願
い
し
ま
す
。（
10
月
か

ら
は
申
請
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と

な
り
、
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
受

け
る
権
利
が
発
生
し
ま
せ
ん
）

ま
た
、
10
月
ま
で
に
請
求
を
し

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
認
定
通

知
書
及
び
９
月
分
ま
で
の
支
払
が

済
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ご
確
認

下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
公
務
員
の
方
は
勤
務
先
へ

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
福
祉
課
社
会
福
祉
係

（
内
線
１
５
１
）

国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

児
童
手
当
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

平
成
16
年
工
業
統
計
調
査
を
12

月
31
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。
工

業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
と
し
、
そ
の
活
動

の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け

て
、
統
計
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の

で
、
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
合
せ
／
茨
城
県
統
計
課

@
（
３
０
１
）
２
６
５
６

12
月
18
日
（
土
）
処
理
困
難
物
の

収
集

対
象
ご
み

バ
ッ
テ
リ
ー
、
消
火

器
、
ペ
ン
キ
缶
、
物
干
し
台
（
家

電
４
品
目
と
事
業
所
か
ら
の
ご
み

は
対
象
外
）

収
集
場
所

祝
町
集
会
所
、
磯
道

公
園
、
五
反
田
集
会
所
、
和
銅
公

園
、
東
光
台
公
園
、
明
神
町
集
会

所
、
堀
割
集
会
所
、
桜
道
児
童
公

園
、
寿
集
会
所
、
大
貫
集
会
所
、

角
一
集
会
所
、
農
業
会
館
、
神
山

集
落
セ
ン
タ
ー
、
松
川
集
落
セ
ン

タ
ー
、
大
洗
町
役
場

12
月
31
日
か
ら
１
月
３
日
ま
で
ご

み
収
集
業
務
は
お
休
み

12
月
23
日
（
木
）
天
皇
誕
生
日
お

よ
び
12
月
29
日
（
水
）
は
ご
み
の

収
集
は
い
た
し
ま
せ
ん

●
年
末

燃
え
な
い
ご
み
最
終
収
集
日

12
月
15
日
（
水
）
西
地
区
（
永

町
・
髭
釜
町
・
大
貫
全
域
・
夏
海

全
域
）

12
月
22
日
（
水
）
東
地
区
（
祝

町
・
松
ヶ
丘
・
二
葉
・
明
神
町
・

東
光
台
・
一
丁
目
・
二
丁
目
・
汐

見
ヶ
丘
・
仲
町
・
金
沢
町
・
通

町
・
新
町
・
和
銅
・
五
反
田
・
磯

道
）

資
源
ご
み
最
終
収
集
日

12
月
15
日
（
水
）
東
地
区

12
月
22
日
（
水
）
西
地
区

燃
え
る
ご
み
最
終
収
集
日

12
月
28
日
（
火
）
西
地
区

12
月
30
日
（
木
）
東
地
区

焼
却
場
へ
の
ご
み
の
持
込
み
最
終

日
（
搬
入
）

12
月
30
日
（
木
）
16
時
ま
で

●
年
始

１
月
４
日
（
火
）
よ
り
平
常
業
務

西
地
区

問
合
せ
／
生
活
環
境
課
生
活
環
境

係
（
内
線
２
４
５
）

大
洗
・
旭
・
水
戸
環
境
衛
生
組
合（
焼

却
場
）
@
（
２
６
７
）
２
８
９
８

役
場
一
般
業
務

12
月
29
日
（
水
）
か
ら
１
月
３
日

（
月
）
ま
で
お
休
み

問
合
せ
／
総
務
課（
内
線
２
３
１
）

斎
場
火
葬
業
務

１
月
１
日
（
土
）
か
ら
１
月
３
日

（
月
）
ま
で
お
休
み

問
合
せ
／
大
洗
町
斎
場

@
（
２
６
７
）
０
４
０
９

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
に

つ
い
て
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【
家
屋
調
査
】

平
成
16
年
中
に
、
新
築
・
増
築

し
た
家
屋
（
物
置
等
を
含
む
）
に

つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

税
務
課
職
員
が
伺
い
ま
す
の
で
建

物
図
面
等
の
ご
用
意
も
含
め
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
日
を
指
定
さ
れ
る

方
は
税
務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

【
家
屋
滅
失
届
】

家
屋
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
、
そ
の
部
分
に
か

か
る
固
定
資
産
税
は
、
次
年
度
か

ら
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
家
屋

滅
失
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
用
紙
は
税
務
課
に
備
え
て

あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
税
務
課（
内
線
１
４
５
）

各
事
業
所
の
事
業
主
の
方
は
、

平
成
16
年
中
に
支
払
っ
た
給
与
に

つ
い
て
の
「
給
与
支
払
報
告
書
」

を
１
月
31
日
（
月
）
ま
で
に
税
務

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
中
途

で
退
職
、
就
職
し
た
方
に
つ
い
て

も
提
出
が
必
要
で
す
。

問
合
せ
／
税
務
課
町
民
税
係

（
内
線
１
４
２
）

新
築
・
増
築
家
屋
の
調
査

と
家
屋
滅
失
届
に
つ
い
て

ゆ
ず
湯

12
月
20
日（
月
）・
21
日（
火
）は
、

薬
湯
槽
が
ユ
ズ
湯
に
な
り
ま
す
。

【
年
末
】
12
月
28
日
か
ら
31
日
ま

で
休
館
に
な
り
ま
す
。

【
年
始
】
元
旦
は
午
前
７
時
30
分

か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
午
後
４

時
で
閉
館
し
ま
す
。
２
日
以
降
は

通
常
営
業
い
た
し
ま
す
。

日
時
／
１
月
９
日
（
日
）
13
時

場
所
／
大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

該
当
／
昭
和
59
年
４
月
２
日
〜
昭

和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

１
月
・
２
月
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ
コ
ー
ス

の
無
料
体
験
を
行
い
ま
す
。

対
象
／
４
ヶ
月
〜
３
歳
ま
で
の
親

子
（
保
護
者
も
一
緒
に
プ
ー
ル
に

入
り
ま
す
）

日
程
／

１
月
11
日
（
火
）
・
14
日
（
金
）

18
日
（
火
）
・
21
日
（
金
）

２
月
１
日
（
火
）
・
４
日
（
金
）

８
日
（
火
）
・
15
日
（
火
）

18
日
（
金
）
・
22
日
（
火
）

25
日
（
金
）

時
間
／
11
時
〜
11
時
50
分

準
備
す
る
も
の
／
水
着
、
ス
イ
ミ

ン
グ
キ
ャ
ッ
プ

必
ず
前
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
下

さ
い
。

問
合
せ
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
ス
イ

ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
　
担
当
河
畑

@
（
２
６
６
）
２
７
５
２

遺
跡
は
、
一
度
壊
し
て
し
ま
う

と
復
元
す
る
こ
と
が
難
し
い
貴
重

な
文
化
財
で
す
。
そ
の
た
め
、
個

人
住
宅
や
店
舗
の
新
築
、
増
築
に

先
立
っ
て
そ
の
予
定
地
が
遺
跡
に

該
当
す
る
か
ど
う
か
事
前
に
照
会

す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
照
会
用
紙
は
生
涯
学
習
課

に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課

@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
Ｂ
ａ
ｂ
ｙ

コ
ー
ス
無
料
体
験

給
与
支
払
報
告
書
の
提
出

期
限
は
１
月
31
日
で
す

大
洗
町
成
人
式

ゆ
っ
く
ら
健
康
館
年
末
年
始

の
行
事
・
日
程
に
つ
い
て

個
人
住
宅
・
店
舗
建
設
時

の
遺
跡
照
会

口座振替制度�口座振替制度�

　町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・
介護保険料及び保育料を預金口座から自動的に引き落とす
制度です。�
　振替納税は、現金を持ち歩く必要がなく安全で大変便利
です。�
　うっかり納税を忘れてしまうこともなく納税したことが
預金通帳にも記載されます。�
申込方法／口座振替取扱金融機関（銀行・郵便局）に用意
してある「口座振替依頼書」に必要事項を記入してお申込
み下さい。�
※これからの申込受付分については、平成17年4月以降か
らの口座引落しになります。�
問合せ／税務課（内線142・145）�
　　　　福祉課（内線152・155・157）�

町県民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税・介護保険料・保育料�

口座振替制度�

町役場�金融機関・郵便局�
口座振

替�

依頼書
�

口座振替開始�
のお知らせ�

　�
申し込み�

通　知�

振替請求�

便利な�

のおすすめ�



今 月 の

納

税
固定資産税（第3期）
国民健康保険税（第6期）
介護保険料（第6期）

納期は12月27日までです。

町の人口と世帯
（10月末現在）

人　口　19,354人　（－18）

男　　 9,634人　（－04）

女　　 9,720人　（－14）

世帯数　 6,800世帯（－02）

転入 030人　　転出 047人

出生 016人　　死亡 017人

曜�

土�

日�

日�

日�

日�

18�

19�

26�

9

関係者�

一　般�

一　般�

一　般�

�

ホール�

ホール�

ホール�

ホール�

�

17:00�

13:00�

9:00�

13:00

催　事　内　容�

●大洗文化センター●　　　@266-2442

月�

�

12�

�

1

井川慶後援会�

クリスマスコンサート（大洗町民吹奏楽団）�

大洗高校定期演奏会�

大洗町成人式典�

開催場所�開始時間� 入場方法�
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大
洗
町
民
吹
奏
楽
団
で
は
、
団

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
小
中
学

生
か
ら
大
人
ま
で
、
初
心
者
や
町

外
者
で
も
Ｏ
Ｋ
、
楽
器
演
奏
の
経

験
者
は
大
歓
迎
で
す
。
見
学
も
で

き
ま
す
の
で
、
お
友
達
も
誘
っ
て

気
軽
に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

練
習
日
／
日
曜
日
18
時
〜
21
時

場
所
／
漁
村
セ
ン
タ
ー
研
修
室

月
会
費
／
１
、０
０
０
円

申
込
み
・
問
合
せ
／

生
涯
学
習
課
　
藤
本

@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

小
泉
@
（
２
６
７
）
３
４
７
０

親
子
で
生
演
奏
な
ど
を
聴
い
て

い
た
だ
き
、
年
末
の
ひ
と
と
き
を

お
楽
し
み
下
さ
い
。
入
場
料
は
無

料
で
す
。
お
子
様
に
は
プ
レ
ゼ
ン

ト
あ
り
。

日
時
／
12
月
19
日
（
日
）
14
時

場
所
／
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

出
演
／
大
洗
町
民
吹
奏
楽
団
・
町

立
第
二
保
育
所
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

ほ
か
（
予
定
）

曲
目
／
威
風
堂
々
・
赤
鼻
の
ト
ナ

カ
イ
ほ
か
（
予
定
）

問
合
せ
／
生
涯
学
習
課
　
藤
本

@
（
２
６
７
）
０
２
３
０

小
泉
@
（
２
６
７
）
３
４
７
０

新
年
の
初
日
の
出
を
見
に
来
ら

れ
た
み
な
さ
ん
に
、
ハ
マ
グ
リ
汁

等
の
サ
ー
ビ
ス
と
お
楽
し
み
福
袋

の
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
１
月
１
日
早
朝
５
時
30
分

場
所
／
大
洗
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー

問
合
せ
／
商
工
観
光
課

（
内
線
３
３
２
）

【
予
選
会
】

２
月
５
日
（
土
）
・
６
日
（
日
）

ひ
た
ち
な
か
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
し
あ
わ
せ
プ
ラ
ザ

【
決
戦
会
】

２
月
11
日
（
金
）
建
国
記
念
日

茨
城
県
立
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー

出
場
資
格
／
18
歳
以
上
の
方

出
場
人
数
／
５
０
０
人
程
度

参
加
料
／
２
、５
０
０
円

応
募
期
限
／
１
月
７
日
（
金
）

前
売
券
の
求
め
方
／
決
戦
会
の
前

売
券
（
２
、
０
０
０
円
）
は
、
各

民
謡
団
体
ま
た
は
商
工
観
光
課
、

大
洗
町
観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
へ

※
当
日
券
は
２
、５
０
０
円

問
合
せ
／
商
工
観
光
課

（
内
線
３
３
２
）

相
談
日
／
１
月
７
日
（
金
）

時
間
／
13
時
30
分
〜
15
時

場
所
／
ゆ
っ
く
ら
健
康
館
１
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室

☆
在
弁
護
士
・
要
予
約

申
込
み
／
社
会
福
祉
協
議
会

@
（
２
６
６
）
３
０
２
１

休
館
日
／

12
月
13
日
（
月
）
・
20
日
（
月
）

27
日
（
月
）

（
年
末
年
始
）
29
日
〜
１
月
４
日

１
月
10
日
（
月
）

貸
出
時
間
／
９
時
30
分
〜

16
時
30
分

２
０
０
５
大
洗
の
初
日
の
出

第
26
回
記
念
磯
節
全
国
大
会

図
書
室

心
配
ご
と
相
談

水戸市元旦スポーツフェスティバル�
　期　日：平成17年1月1日（土）�
�
元旦マラソン大会…午前8時30分からスタート�
　コース：千波湖一周�
　対　象：市内に居住または通勤・通学する小学生以上の方�
　募集人員：2500名�
　参加料：300円（傷害保険料を含む）�
　申込み：12月1日（水）～10日（金）午前9時～午後8時

（月曜日は午後5時まで）に参加料を添えて、総
合運動公園体育館へ。（定員に満たない場合は、
市外の方も11日以降に受付けます。）�

�
初テニス…午前8時～正午�
　会　場：総合運動公園テニスコート・第2テニスコート�
　参加料：無料　　申込み：当日会場で受付�
�
初泳ぎ…午前7時～正午�
　会　場：青柳公園と小吹運動公園の各屋内プール�
　　　　　（小吹プールの幼児・身障者プールは、�
　　　　　　本体塗装工事の為開放できません。）�
　参加料：無料　　申込み：当日会場で受付�
�
問合せ／水戸市スポーツ振興協会　@243-0111

吹
奏
楽
団
員
募
集

`
親
子
で
a
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト



永
年
の
統
計
調
査
協
力
に
感
謝
状
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50
周
年
節
目
の
年
に
お
も
う

表彰11
月
９
日
、
水
戸
地
方
合
同
庁

舎
に
お
い
て
、
二
〇
〇
三
年
漁
業

セ
ン
サ
ス
功
績
者
と
し
て
杉
山
光

さ
ん
（
大
洗
町
漁
業
協
同
組
合
参

事
）
が
農
林
水
産
大
臣
か
ら
感
謝

状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
杉
山
さ

ん
は
、
漁
業
セ
ン
サ
ス
を
３
度
、

水
産
統
計
報
告
員
、
海
面
漁
業
調

査
員
、
水
産
統
計
協
力
者
な
ど
永

年
に
わ
た
る
調
査
協
力
が
認
め
ら

れ
、今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

漁
業
セ
ン
サ
ス
＝
漁
業
の
生
産
構

造
、
就
業
構
造
等
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
漁
村
、
流
通
・
加
工

業
等
の
漁
業
の
実
態
を
把
握
す
る

た
め
、
５
年
ご
と
に
調
査
を
行
い

ま
す
。

10月24日（日）、多くの漁業関係者の方々
が集まり、サンビーチ内に育ったハマグリの
稚貝を採取し、沖へ放流しました。
ハマグリの成長には、サンビーチのような

南北を堤防に囲まれた砂浜が適していますが、
調査によると放流して2年程で生残率が0%近
くなってしまいます。これは潮干狩りの影響
が大きいといわれており、法令では「一人
1kgまで、3cm以下の貝は採らない」などの
制限があります。
ルールを守り、海の資源を絶やすことなく

育てていくことが大切です。

つくり育てる漁業を目指して
はまぐり稚貝放流

帆船日本丸が青空に映える秋晴れの下、町制
50周年記念イベント大洗50祭を盛大に開催い
たしました。入港予定の海王丸の座礁事故によ
り大変心配していたところ、航海訓練所のお取
り計らいをいただき、急遽日本丸の入港が決定
しイベントに華を添えることができました。
地元はもとより、北海道や北関東の名産が並

んだ特産物の販売、大漁旗を掲げた勇壮な漁船
パレード、メインステージを彩った各団体の踊
りや演奏、そして会場が一体となった第一回大
洗舞祭など、訪れた13万人の方々はその活気を
肌で感じたのではないでしょうか。このイベン
トを支えてくださいました関係各位に衷心より
御礼申し上げます。
また先日、茨城青年の船の「ふじ丸」が海外

渡航用に特別に保安措置を講じていただき大洗
港から出入港しました。日本丸やふじ丸の入港
は港湾のステータスでもあります。大洗港はク
ルーズポートとしても国内を巡る客船が立ち寄
る港に指定されており、今後は客船の誘致やその機能付けを
し、港を中心とした観光景観づくりをすすめてまいります。
具体的には港からサンビーチにかけての広い砂浜を海の大

学と連携させ、ビーチスポーツのメッカを目指し、人々が集
うポートパークを作り上げてにぎわいづくりを進めていきた
いと考えております。
一年を振り返りますと、旭村との合併が浮上し紆余曲折を

経て白紙となり、我が町は、当面自主自立でまちづくりを進
めていくこととなりました。国が推し進める三位一体改革に
より、地方自治体は財源確保など厳しい局面を迎えておりま
すが、50周年の節目の年に3期目となります町政運営の舵と
りを任された重責を全うすべく、行政のスリム化など今でき
る最大限の努力をし、町民の皆さんと力をあわせ、まちの元
気づくりに取り組んでまいります。
順風満帆とはいえない環境ではありますが、50周年の式

典やイベントを支えた活気を来る年への弾みとして、新しい
年をともに輝かしい年にしていきましょう。
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観光ボランティア大洗　ほのぼの
おもてなしの心で町をご案内
大洗の菊祭り期間中の土、日、祭日に大洗磯前神社及び周辺

の風光明媚な自然、郷土の史跡や歴史などを観光ボランティア
大洗の皆さんがおもてなしの心で観光客に紹介しました。
菊祭の期間中、県内、県外合わせて133組（700名）の

方々が観光案内を利用し、案内したお客様からはお礼の手紙や
メールが届き、大洗にまた訪れたいとの声が寄せられました。
今後も土、日曜日の午前9時から午後3時の間、観光案内を

おこなっています。町内外を問わずご利用いただけますので、
郷土の歴史や文化に興味のある方は足を運んでみてはいかがで
しょう。
申込み・問合せ／大洗町観光協会@266-0788
案内希望日の一週間前までにお申し込みください。

新潟中越地震のような大規模災害時には、
電話や電気・水道・ガス・道路などのライフ
ラインが寸断され、防災関係機関の活動が制
限されました。こうした状況下では、組織的
に出火の防止、初期消火、情報の収集伝達、
避難誘導、被災者の救出・救護、応急手当、
給食・給水などを行う地域ぐるみの自主防災
活動が重要な役割を果たします。
10月16日から11月6日の毎週土曜日に、

町内の自主防災組織が基本的な消火訓練や三
角巾を使用した応急処置訓練が実施され、多
くの方々が消防職員からの指導に真剣に耳を
傾けました。

地震や風水害などの災害時には、自分の身は自分で守
るを基本に地域に住む皆さんがお互いに協力し合い、地
域全体の安全を守る必要があります。自主防災組織は、
そのような地域の防災活動を効果的に行うための組織で
す。今後の自主防災組織の活動へ積極的に参加し「災害
に強い地域」をつくりましょう。

▲祝町小学校 ▲大貫小学校 ë
夏
海
小
学
校

ê
磯
浜
小
学
校
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働く大人に感謝の気持ち
職場感謝訪問

地域に密着したボランティア活動
社会福祉協議会松川支部

二葉地区ふれあい交流事業

11月17日（水）恵泉保育園年長児が働く
方々に感謝の気持ちを込めて約40ヶ所の職場
にツリーやリースを届けました。
ツリーやリースは子どもたちと先生が心を込

めて製作したもので、「いつもおしごとありがと
う」の言葉ともに職場の代表に手渡されました。

11月13日（土）、大洗町社会福祉協議会松川支部主催に
よる地域の清掃活動が行われ、90名が参加しました。軽ト
ラック6台分、空き缶、ペットボトル、冷蔵庫やタイヤ、
パソコンなどさまざまなごみが回収されました。
参加者は「誰がこんなものを捨ててしまうのか憤りを感じ
る。いつまでもきれいな地域であってほしい」と約1時間
半の作業後、額に汗しながら語っていました。

11月7日（日）祝町小学校体育館で二葉住宅の
住民と地区の方々のふれあい交流事業が開催されま
した。
住民手作りのマジックショーや紙飛行機教室、地

元でとれた牛乳を使ったバターづくりなどが行わ
れ、地元でとれた食材を囲みながら子どもから大人
まで親睦を深めました。

第46回秋季町民野球大会
第46回秋季町民野球大会が、9月26日・10月10日・

17日に町総合運動公園で21チームが参加して行われまし
た。秋晴れの中、熱戦が繰り広げられたこの大会を制した
のは、21歳の同級生で結成したトーマスチームでした。
優　勝 トーマス
準優勝 コナウィンズ
第三位 フィリーズ
第三位 大洗エラーズ

最優秀選手賞　菊池侑希（トーマス）
敢闘賞　　小沼繁之（コナウィンズ）
打撃賞　　安田崇浩（トーマス）
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実りの秋　商工感謝祭

いばらきヘルスロード全県一斉ウォーキング大会IN大洗

日本将棋連盟大洗支部主催の大洗町将棋大会が、11月7日
（日）に寿集会所で開催されました。32名の腕自慢が集まり、
真剣勝負の中にも冗談が飛び交い、笑い声の絶えない大会とな
りました。結果は次のとおり。（敬称略）
【Ａ級】（二段以上）
１位 高崎　光正（鉾田町）
２位 中田　孝一（大洗町）
３位 久保木正人（大洗町）
【Ｂ級】（初段以下）
１位 関根　隆浩（大洗町）
２位 束岡金四郎（大洗町）
３位 酒井　定夫（ひたちなか市）

第7回大洗町将棋大会

▲今木支部長から敢闘賞を受け取る鴨志田さん

【子供】（12歳以下）
１位 杉嵜　南斗（ひたちなか市）
２位 杉嵜　祐斗（ひたちなか市）
３位 杉嵜　茉莉（ひたちなか市）
【敢闘賞】
中根　宰一（鉾田町）
鴨志田和市（大洗町）

11月7日に茨城県健康フェスティバルと
して、県内各市町村でウォーキング大会が
開かれ、その中央大会が大洗町で開催され
ました。大洗港中央公園野外ステージには
約650名が集まり、「のんびり」「いいあん
ばい」「がんばり」のそれぞれのペースで水
辺プラザまでの約9.1kmを歩きました。
また、ウォーキング後には健康相談やつ

みれ汁サービスがあり、参加者のみなさん
は晴天の下、さわやかな汗を流し心と体を
リフレッシュしていました。

11月3日（水）、大洗マリンタワー前芝
生広場で大洗町商工感謝祭が盛大に開催さ
れました。
会場ではビンゴゲームをはじめ、さまざ

まな趣向を凝らしたイベントや町内保育園
児や小学生によるアトラクションが行われ
ました。商店会や企業、団体などの販売コ
ーナーには地元の特産品や新鮮な農水産物
が並び、町内外から訪れた家族連れなど大
勢の人々で賑わいました。


